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第5回　日本リンパ浮腫学会総会開催にあたって

第 5回 日本リンパ浮腫学会総会

会　長　小口　秀紀
（トヨタ記念病院 副院長/名古屋大学医学部産婦人科 臨床教授）

　日本リンパ浮腫学会会員の皆様におかれましては、新型コロナウイルス感染拡大の中、感染対策を行
いながらリンパ浮腫診療に励んでおられることと思います。このたび2022年 3月 11日（金）、12日（土）
の 2日間、ウインクあいち（愛知県産業労働センター、名古屋市中村区名駅）において第 5回日本リン
パ浮腫学会総会を開催させていただくこととなりました。3年ぶりの現地開催に向けて準備してまいりま
したが、新型コロナウイルス感染はいまだ終息することがなく、感染対策を十分に行いながらWeb併用
の現地開催＋オンデマンド配信として開催することとなりました。
　第 5回総会のテーマは「リンパ浮腫診療の標準化と新規治療への挑戦」と題し、リンパ浮腫学におけ
るエビデンスの構築に向けた基礎研究と臨床研究を紹介するとともに（ワークショップ 1）、リンパ浮腫
診療の標準化に向けた取り組みと今後の課題を見える化し、今後のリンパ浮腫診療の方向性を示せるよ
うな総会を目指しました。複合的治療についてはシンポジウム 1で、チーム医療についてはシンポジウ
ム 2で議論し、現状でのコンセンサスを確立したいと思っています。リンパ浮腫の画像診断の進歩につ
いては特別講演で最新の知見を紹介したいと思っています。画像診断によりリンパ浮腫を個別化して実
施する外科的治療についての最新の知見はパネルディスカッションで議論を行い、現状でのコンセンサ
スと外科的治療を考慮するタイミングについて打ち出せればと思っています。婦人科悪性腫瘍治療後の
下肢リンパ浮腫については、2つの学術セミナーで骨盤リンパ節郭清の意義を再検証することで、リンパ
浮腫発症のリスクを考慮して患者自身による治療選択ができないかを議論できればと思っています。
ワークショップ 2では今まであまり実施されていなかったがん緩和ケアにおける悪性リンパ浮腫につい
ての現状と課題について議論する予定です。本学会資格認定制度の単位取得対象の教育セミナーはリン
パ浮腫の運動療法についての講演を予定しています。このほか興味深い 12の一般演題についても活発な
議論を期待しています。
　本学会は多職種による学会であり、多くの叡智を結集できる総会です。Web 併用とはなりますが、活
発な討議のもとに、標準化に向けて学会としてのコンセンサスの確立と標準化への課題克服に向けた学
会の方向性が見いだせればと思っています。また、医療従事者にとっては、企業の新製品に接するよい
機会であり、企業にとっては、製品開発における医療従事者によるフィードバックを受けるよい機会と
なっていますので、是非企業展示にお立ち寄りいただければと思います。本総会が皆様の日々の診療の
お役に立てることを祈念いたしますとともに、ひとりでも多くの皆様のご来名、ご参加を心よりお待ち
しています。
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第 5回日本リンパ浮腫学会総会
ご参加いただく皆さまへ、重要なお知らせ

現在、ご参加の皆さまの安全を第一優先に考え、新型コロナウイルス感染症の予防対策をとり
ながら慎重に準備をすすめております。
今後様々な変更が想定されることから、本誌には確定情報のみを掲載いたしております。
【座長・演者の皆さまへのご案内】、【参加受付方法】、【単位付与】等、現在未確定な情報、また
は今後変更の可能性のある情報につきましては、本誌内ではなく、学会ホームページに随時情
報を掲載させていただきます。
なにとぞご了承いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

学会ホームページ
https://square.umin.ac.jp/lymphedema2020/

お問合せ先：
第 5回日本リンパ浮腫学会総会運営事務局

〒102-0083　東京都千代田区麹町 4-7 麹町パークサイドビル 402
株式会社MAコンベンションコンサルティング内
TEL：03-5275-1191　FAX：03-5275-1192
E-mail：lymphedema2020@macc.jp

※現在テレワーク実施中のため、お問合せは原則メールにてお願いいたします。
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交通のご案内
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■飛行機をご利用の場合
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会場案内図
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11日（金） 12日（土）
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8：30～9：30
ワークショップ 1
「リンパ浮腫のエビデンス構築に向けて―研究から臨床へ―」
座長：小口　秀紀・水流　聡子
演者：吉原　雅人・大島　千佳・下野　僚子

9：40～11：10
シンポジウム1
「リンパ浮腫に対する複合的治療の現状と課題 
―標準化に向けて―」
座長：高倉　保幸
　　　高島　千敬
演者：作田　裕美
　　　三原　絵美
　　　吉澤いづみ
　　　高西　裕子

11：20～12：50
パネルディスカッション
「リンパ浮腫に対する外科的治療の標準化と新規治療への挑戦」
座長：成島　三長
演者：安永　能周
　　　三井　康平
　　　林　　明辰
　　　山田　　潔

13：00～14：00
学術セミナー 1
「あらためて婦人科がんにおけるリンパ節郭清と薬物療法の意義を
考える」
座長：岸上　靖幸
演者：梶山　広明
共催：中外製薬株式会社
14：00～14：20 会長講演 「I have a dream」
座長：作田　裕美／演者：小口　秀紀

14：30～14：50
会員集会
14：50～15：50
特別講演
「リンパ系 IVR の実際-診断から治療まで-」
座長：成島　三長
演者：棚橋　裕吉

15：50～16：50
学術セミナー 2
「卵巣癌治療の個別化」
座長：竹田　健彦
演者：柴田　清住
共催：アストラゼネカ株式会社

16：50～17：40
一般演題 1
座長：中村　春基
　　　小川　佳成
O1-1～O1-6

17：45～18：35
一般演題 2
座長：小川　佳宏
　　　高西　裕子
O2-1～O2-6

8：30～9：30
ワークショップ 2
「悪性リンパ浮腫治療への挑戦」
座長：下山　理史・齋藤　雄史
演者：小嶋　秀子・齋藤　雄史・藤田　　恵・下山　理史

9：40～10：40
教育セミナー
「リンパ浮腫の予防・治療に対する運動療法―運動の種類と強度」
座長：北村　　薫
演者：山本　優一

10：50～12：20
シンポジウム2
「リンパ浮腫診療におけるチーム医療―標準化に向けて―」
座長：宇津木久仁子
　　　増島麻里子
演者：新井　明子
　　　小笠原麻衣子
　　　望月扶美子
　　　髙橋由美子
コメンテーター：保田　知生

12：30～12：40  閉会式

8：20～8：25 開会式
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開会式 1日目 3月11日（金）8：20～8：25

挨拶：小口 秀紀（トヨタ記念病院/名古屋大学医学部産婦人科）

ワークショップ1 1日目 3月11日（金）8：30～9：30

「リンパ浮腫のエビデンス構築に向けて―研究から臨床へ―」
座長：小口 秀紀（トヨタ記念病院/名古屋大学医学部産婦人科）

水流 聡子（東京大学大学院工学系研究科）

WS1-1 婦人科がん治療関連下肢リンパ浮腫におけるエビデンス創生を目指した後方視的
多施設共同研究
吉原 雅人（名古屋大学大学院医学系研究科産婦人科学講座）

WS1-2 リンパ浮腫ケアのエビデンス確立を目指した研究活動の紹介
大島 千佳（名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻看護システム・ケア開発学）

WS1-3 リンパ浮腫のエビデンス構築にむけたパスに基づく診療データ収集の方法論
下野 僚子（東京大学「プラチナ社会」総括寄付講座）

シンポジウム1 1日目 3月11日（金）9：40～11：10

「リンパ浮腫に対する複合的治療の現状と課題―標準化に向けて―」
座長：高倉 保幸（埼玉医科大学保健医療学部）

高島 千敬（広島都市学園大学健康科学部）

S1-1 本邦におけるリンパ浮腫複合的治療実施者の育成と課題―育成の標準化とは
作田 裕美（大阪市立大学大学院看護学研究科）

S1-2 LVAにむけた浮腫改善のための治療連携
三原 絵美（たたらリハビリテーション病院リハビリテーション技術部）

S1-3 リハビリテーション領域でのリンパ浮腫治療の現状と課題
吉澤いづみ（東京慈恵会医科大学附属病院リハビリテーション科）

S1-4 ICG蛍光リンパ管造影検査を取り入れた複合的治療に向けて
高西 裕子（リムズ徳島クリニック）



10

パネルディスカッション 1日目 3月11日（金）11：20～12：50

「リンパ浮腫に対する外科的治療の標準化と新規治療への挑戦」
座長：成島 三長（三重大学大学院医学系研究科生命医科学専攻臨床医学系講座

形成外科学）

PD-1 体液量測定によるリンパ浮腫と LVAの評価
安永 能周（静岡県立静岡がんセンター再建・形成外科）

PD-2 リンパ浮腫の画像評価と今後の外科的治療への応用
三井 康平（三重大学形成外科）

PD-3 高精細最新画像技術を用いて挑む、効率的・効果的なリンパ管静脈吻合術
林 明辰（亀田総合病院リンパ浮腫センター）

PD-4 リンパ浮腫に対する減量手術
山田 潔（光生病院形成外科リンパ浮腫治療センター）

学術セミナー1 1日目 3月11日（金）13：00～14：00

「あらためて婦人科がんにおけるリンパ節郭清と薬物療法の意義を考える」
座長：岸上 靖幸（トヨタ記念病院産婦人科）
演者：梶山 広明（名古屋大学大学院医学系研究科産婦人科学）

共催：中外製薬株式会社

会長講演 1日目 3月11日（金）14：00～14：20

「I have a dream」
座長：作田 裕美（大阪市立大学大学院看護学研究科）
演者：小口 秀紀（トヨタ記念病院/名古屋大学医学部産婦人科）

会員集会 1日目 3月11日（金）14：30～14：50



11

特別講演 1日目 3月11日（金）14：50～15：50

「リンパ系 IVRの実際―診断から治療まで―」
座長：成島 三長（三重大学大学院医学系研究科生命医科学専攻臨床医学系講座

形成外科学）
演者：棚橋 裕吉（浜松医科大学放射線診断学講座）

学術セミナー2 1日目 3月11日（金）15：50～16：50

「卵巣癌治療の個別化」
座長：竹田 健彦（トヨタ記念病院産婦人科）
演者：柴田 清住（藤田医科大学ばんたね病院産婦人科）

共催：アストラゼネカ株式会社

一般演題1 1日目 3月11日（金）16：50～17：40

座長：中村 春基（一般社団法人日本作業療法士協会）
小川 佳成（大阪市立総合医療センター乳腺外科）

O1-1 リンパ浮腫外科治療患者の体重管理と運動習慣の現況
加藤るみ子（静岡県立静岡がんセンターリハビリテーション科）

O1-2 新規開業した乳腺外科クリニックでのリンパ浮腫治療の現状
大西 桜（上豊田さくら乳腺クリニック）

O1-3 体重管理指導の有用性
丸尾 聖美（医療法人貝塚病院乳腺外科）

O1-4 リンパ浮腫治療に関与する作業療法士の実態調査
高島 千敬（一般社団法人日本作業療法士協会/広島都市学園大学）

O1-5 多職種で取り組むリンパ浮腫予防教育～リンパ浮腫講習会の取り組み～
永田 友美（トヨタ記念病院リハビリテーション科）

O1-6 乳癌腋窩郭清、センチネルリンパ節生検後のリンパ浮腫発生経年変化と浮腫発生関
連因子
荻谷 朗子（がん研究会有明病院乳腺センター乳腺外科）



12

一般演題2 1日目 3月11日（金）17：45～18：35

座長：小川 佳宏（リムズ徳島クリニック）
高西 裕子（リムズ徳島クリニック）

O2-1 健常者での圧迫下カーフレイズエクササイズの圧迫圧変化からみえた多層包帯法
の課題
中野 順子（手稲渓仁会病院）

O2-2 広汎外陰部切除術後の縫合不全・難治性リンパ漏にリンパ管静脈吻合が有効で
あった一例
永井 景（八尾市立病院産婦人科）

O2-3 外来理学療法および多職種連携により自己管理を支援できた重度下肢リンパ浮腫
の一例
髙津 志歩（医療法人豊田会刈谷豊田総合病院リハビリテーション科）

O2-4 高齢のリンパ浮腫患者の実態と介入の検討
水間八寿子（札幌医科大学附属病院消化器総合・乳腺外科看護室）

O2-5 多層包帯法における圧迫圧と包帯の硬度の関係について
小野部 純（東北文化学園大学医療福祉学部リハビリテーション学科理学療法学専攻）

O2-6 婦人科悪性腫瘍再発に伴う下肢リンパ浮腫の経過に関する考察
武谷 千晶（赤羽中央総合病院婦人科/日本大学医学部附属板橋病院産婦人科学分野）

ワークショップ2 2日目 3月12日（土）8：30～9：30

「悪性リンパ浮腫治療への挑戦」
座長：下山 理史（愛知県がんセンター緩和ケアセンター）

齋藤 雄史（トヨタ記念病院緩和ケア外科）

WS2-1 下肢悪性リンパ浮腫に対し多職種連携により社会復帰できた尿管癌の一例
小嶋 秀子（トヨタ記念病院看護室）

WS2-2 緩和ケア診療で関わる悪性リンパ浮腫について
齋藤 雄史（トヨタ記念病院緩和ケア外科）

WS2-3 頭頚部がん患者の顔面浮腫に対してステロイドが著効した一例を通じて悪性リン
パ浮腫を考える
藤田 恵（愛知県がんセンター緩和ケアチーム）
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WS2-4 悪性リンパ浮腫の治療とケアと緩和ケアとのコラボレーション
下山 理史（愛知県がんセンター緩和ケア部）

教育セミナー 2日目 3月12日（土）9：40～10：40

「リンパ浮腫の予防・治療に対する運動療法」
座長：北村 薫（医療法人貝塚病院乳腺外科）
演者：山本 優一（北福島医療センターリハビリテーション科/

公益財団法人仁泉会リハビリテーション技術部門）

シンポジウム2 2日目 3月12日（土）10：50～12：20

「リンパ浮腫診療におけるチーム医療―標準化に向けて―」
座長：宇津木久仁子（公益財団法人がん研究会有明病院婦人科）

増島麻里子（千葉大学大学院看護学研究院）

S2-1 リンパ浮腫診療におけるチーム医療―標準化に向けて―
新井 明子（トヨタ記念病院看護室）

S2-2 当院におけるリンパ浮腫治療のチーム医療
小笠原麻衣子（公益財団法人がん研究会有明病院）

S2-3 愛知県がんセンター リンパ浮腫治療の実際
望月扶美子（愛知県がんセンター看護部）

S2-4 リンパ浮腫ケア質の向上に向けた取り組み～院内教育システムの構築
高橋由美子（国立がん研究センター中央病院看護部）

コメンテーター：保田 知生（星ヶ丘医療センター血管外科/医療安全管理部医療安全管理室/
超音波センター）

閉会式 2日目 3月12日（土）12：30～12：40

挨拶：小口 秀紀（トヨタ記念病院/名古屋大学医学部産婦人科）
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力の弱い方でも簡単に装着・脱着できる、通気性のよい医療用圧迫着衣

すべての製品に
「オーガニックコットン」を
採用しました

力の弱い方力の弱い方

毎日のケアを考えた
浮腫用平編み弾性着衣

「エアボシリーズ」

エアボ・ウェーブ EV1
平編み弾性ストッキング

エアボ・ウェーブ ゼロ
平編み弾性ストッキング

エアボ・ウェーブ スリーブ
エアボ・ウェーブ ミトン付きショルダー

平編み弾性スリーブ

エアボ・ウェーブ ファイン
平編み弾性グローブ

用途や患部に沿った商品をお選びいただけるよう、多様な丈やサイズを揃えています。
詳しくは公式HPのカタログ（PDF）をご覧ください。

「エアボ・ウェーブゼロ」ストッキング

「エアボ・ウェーブ ファイン」ロンググローブ

日本製

特許取得済

052-526-5017 info@sanyu-medical.com

製造販売元:

『品質の高いユニークな製品づくり』をモットーに、国内で開発・製造を行っています

〒490-1144 愛知県海部郡大治町西條南井口58番地
www.sanyu-medical.com

下 肢 用

上 肢 用

夏は涼しく、冬はあたたか、
一年を通して快適に装着できます。
敏感肌の方にも安心です。

三次元曲線構造設計でしっかりフィット

通気性・還流促進を考慮した平編みタイプ
裏地綿 100% でシームレスの凹凸メッシュ生地

中間層に高弾性糸を編み込んだ立体構造の
無縫製編立設計

1
2
3

つのやさしさ333333333333333 特許取得済み







U R L: http://www.c-technol.co.jp
e-mail: ctc-master@c-technol.co.jp





ReadyWrap®

廃液期

維持期

移行期
Compression Therapy 

Solutions

製造販売元　　：ナック商会株式会社

URL（ホームページ）　 　
■大阪本社 〒 550-0012

〒 165-0026■東京オフィス

大阪市西区立売堀 5-7-13

東京都中野区新井 5-22-8
TEL03-5343-7955 FAX03-5343-7956

TEL06-6599-9000 FAX06-6599-9007

第一種医療機器
製造販売業許可番号：27B1X00123

：https://nakcorp.co.jp

弾性ストッキングは医療機器です。ご購入の際は、必ず医師にご相談ください。

より豊かな明日のために
当社は、QOLの向上に少しでもお役に立ちたいと考えております。

弊社製品カタログや各種お知らせなどは、ホームページをご覧ください。 お客様相談・注文窓口 0120-06-0390









© 2019 BD。BD、BDロゴおよびその他の商標はBecton, Dickinson and Companyが所有します。

本社　大阪市中央区平野町2丁目5－8　☎06（6203）6541（代）

製造販売業者

株式会社メディコン

・事前に必ず添付文書を読み、本製品の使用目的、禁忌・禁止、警告、使用上の注意等を守り、使用方法に従って正しくご使用ください。
　本製品の添付文書は、独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）の医薬品医療機器情報提供ホームページでも閲覧できます。
・製品の仕様・形状等は、改良等の理由により予告なく変更する場合もございますので、あらかじめご了承ください。

・使用前の調合や冷蔵保管の
必要がありません。

・止血材が充填されたアプリ
ケータのキャップを取るだけ
で出血部位に直接吹き付け
ることができます。

Simple
・天然素材の植物デンプンか
ら精製された止血材です。

・ヒトおよび動物由来成分を
含まず、トロンビンフリー、非
発熱性の生体適合止血材で
す。

・アミラーゼ酵素により通常
48時間以内に生体に吸収さ
れます2）。

Plant-based
・患者様の血液凝固能にか
かわらず凝固プロセスが
開始されます。

・施行後、数分での止血効果
が期待できます１）。

・粗い表面や届きにくい部位
にも幅広く適用できます。

Effective

1）Arista™ AH PMA P050038 Clinical Study.
2）Because there have been reports of decreased amylase activity in newborns up to 10 months, absorption rates of Arista™ AH in this population may be longer than 48 hours.

植物デンプン由来の吸収性局所止血材が、
高度で複雑な外科手術をサポートします。

デンプン由来吸収性局所止血材

バード アリスタＡＨ

販　売　名：バード アリスタAH
承 認 番 号： 22600BZX00455000
クラス分類： [4] 高度管理医療機器
一般的名称：吸収性局所止血材（JMDN：35895100）
償 還 区 分：デンプン由来吸収性局所止血材
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